
 

学校名　三原市立第三中学校

改善方策
  10   月     2  月

ｈ
達成値

ｈ
達成値

イ ロ ハ

・学力調査における年間全国比
の伸び率
・授業交流週間の実施
・教育研究推進に係る校内研修
実施
・第三中学校区学力向上プロジェ
クト推進委員会の実施
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・目標達成には至っていないが，目標に近づけ
ることはできた。
・授業交流週間を各学期に１度ずつ設定し，互
いの授業から学びあったり，助言し，改善してい
くことができた。
・各教員一人一研究授業を実施することができ
た。
・小学校との時間の都合がつかず，校区学力プ
ロジェクト推進委員会を実施することができな
かったが，授業交流週間の実施，参加等につい
て知らせることはできた。。

・毎朝のGKタイムを利用したり，家庭
学習の工夫，chomebookの効果的な
活用を行い，基礎的・基本的な知識・
技能の定着を図っていく。
・継続して取り組み，他の教員の良さ
を学び，助言し合うことで授業改善に
つなげていく。
・研究授業に向け，単元の開発，指
導案づくりを通して，授業力の向上，
分かる授業の創造に継続して取り組
んでいく。
・中学校に入ってくる生徒の課題，小
学校が抱える課題を共有する場を設
け，共通に取り組む事項を確認して
いく。

〇

生徒アンケート
①「授業がよくわかる」
の質問に対する肯定的評価
②「Chromebookを使った学習は
よくわかる」
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81%

86%

101%

107%

A

A

・目標値である８割を超えることができた。授業
改善やGKの小テストや再テストを通して，少しず
つ基礎的な知識・技能の定着してきている。
・目標値を超えることができた。授業内での
chromebookの活用の頻度もあがったり，家庭学
習でのchromebookの使用場面も増えた。

・生徒が分かる授業の創造のため，
授業研や授業交流週間，研修等へ
参加し，学びを交流していく。GKを活
用し，基礎的な知識・技能の定着状
況の確認及び再テストによる定着を
継続して取り組む。
・chromebookの活用について，授業
交流等を通して効果的な活用方法，
場面について共有していく。

〇

・生徒アンケートにおいて
　「学校が楽しい」
　「友達と話し合い，
　　考えを広めていける」

・「学校生活のきまり」の見直しに
係る生徒等を含めた協議

90%
85%

３回

94%
83%

２回

94%
78%

3回

104%
92%

100%

A
B

Ａ

・三中チャレンジカップや学習・生活環境を整え
るために強化週間を設定する等，生徒が主体と
なって学校づくりに参画する機会を多く作った。
また，生徒会が中心となってボランティア活動に
取組，積極的に参加する姿が見られた。
・「決まり見直し検討委員会」を立ち上げ，「学校
生活のきまり」について生徒アンケートを実施
し，生徒会が代表となって教職員，管理職ととも
に協議した。
・三中スタンダードの徹底について，月１回の集
会(感染症対策のためオンライン)を開催し，月ご
とに生活の様子や課題について確認し，改善に
ついて呼びかけた。

・生徒会活動，生徒委員会を活性化
させ，三中スタンダードを始めとする
学習環境や校内整備を実施する。生
徒が主体的に安心，安全な学校づく
りに参画できる体制づくりをしていく
(三中チャレンジカップ，強化週間の
設定)。
・「決まり見直し検討委員会」の協議
した内容について，全校へ周知して
いく。

〇

・不登校生徒数の減少
　100日以上の不登校数
　30日以上の不登校数
　完全不登校

・教育相談委員会の開催
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　　18人
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C
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・毎週生徒指導委員会を開催し，学年の様子や
課題等について協議した。積極的な生徒指導，
不登校未然防止の取組を早期に対応すること
ができた。
・不登校生徒，長期欠席者に対して，授業の進
度，課題(宿題等)について知らせることにより，
学校の様子や学習について支援を継続し，リ
モートによる授業視聴を始めた。
・教育相談委員会の定期開催を継続実施し，配
慮や取組が必要な生徒についてSSW，SC，関
係機関(三原市子育て世代包括支援センター等)
と連携し，対応した。

・気になる生徒，不登校生徒につい
て支援を継続していく(学習支援，
SSW，SC)。
・家庭環境による要因が大きい生徒
について，SSWと連携しながら，行政
への協力依頼を継続していく。

〇

◎働き方改革が
推進され，学校
教育力が向上す
る。

○行事の精選と
学校組織力を向
上させ教職員が
生徒に向き合う
時間を向上させ
る。

・学校行事の規模縮小

・超過勤務月６０時間以内

３項目

70％

２項目

７２％

3項目

75%

100％

107％

A

A

・コロナ禍の中対応もあり，３年生の修学旅行を
１泊に変更した。また，合唱コンクールを行って
いた学習発表会は行わず，参観日に各学年の
学習の様子を映像で紹介し，作品展示を行っ
た。教育研究は校内授業研究会に重点を置き，
自主公開研究会を開催しないなど，行事の規模
縮小を行った。
・超過勤務60時間以内を目標に掲げ，超過勤務
の多い職員について，業務分担を見直すこと
で，目標を上回る７５％の成果を上げることがで
きた。

・来年度以降，コロナ渦以前の学校
生活に徐々に戻り，学校行事も復活
していくと思われるが，生徒にとって
の意義や意欲に重点を置くとともに，
職員が生徒に向き合う時間を確保し
ながら行っていきたい。
・会議を時間割に組み込むなどして，
勤務時間内に業務が進められるよう
にする。

〇

○通いたい・通
わせたいと感じさ
せる学校を創
る。

○普通学級編成
を各学年４学級
編成とした，様々
な縦割りの学校
教育を実施す
る。

・校区内の児童生徒の情報共有

・主体的な学びに迫る校内研修

・たより等による広報

・ホームページの更新
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・月4回の小中連携を実施し，校区内の学校スタ
ンダードの共通実施に向けての理解を深めるこ
とができた。また，第１学年生徒がスムースに学
校生活をスタートできるよう，２月に小学校への
出前授業を行った。
・校内研修では，大学の先生を招聘したり，学期
ごとの取組について実践をもとに計画的に研修
した。
・生徒の活動の様子を学校だよりで紹介したり，
歳時記等でＨＰに積極的に掲載した。修学旅行
では，すぐーるを使い，生徒の様子を随時発信
した。

・小中連携を継続して行い，スタン
ダードの徹底を図っていきたい。
・校内研修，授業交流週間等，計画
的に進めることができた。日々の授
業について，より主体的な学びにな
るように学年等で日常的に交流をす
るようにしていく。
・今後も引き続き，生徒の活動の様
子などをＨＰに掲載するなど，タイム
リーな情報発信をしていきたい。

〇

・コロナの問題と働き方改革の関係で様々な行
事が見直されているようです。生徒の意欲が高
まることを大事に考えてください。○小中連携を通して，小学生及び保

護者，小学校教職員に信頼される学
校づくり
○環境整備を推進し，美しい学校づく
り
○生徒の自治的な活動を活性化する
○行事の充実
　・第３学年生徒をリーダーとした全
ての生徒が輝く行事の実施
○便りやHPを活用した学校教育の発
信

豊
か
な
心
・
健
や
か
な
体

○積極的な生徒
指導の充実～ピ
ア・サポートによ
る親和性の高い
集団づくり～

◎小中連携の推
進により，全職
員が生徒指導を
含む全ての教育
課程で義務教育
を見通せるよう
になり，結果，不
登校生徒が減少
する。

○全生徒が粘り
強く，助け合うこ
とができるように
なる。

○忍耐力（レジリ
エンス）の向上を
図り，問題行動
を減少させる。

○不登校生徒を
前年度と比較
し，２/３以下とす
る。

○自主的・自立的な生徒会活動の推
進
・生徒が主体となる「三中チャレンジ
カップ」の実施
・「学校生活のきまり」を改善する等，
主権者教育の促進
・縦割り集団によるピア・サポート活
動の充実
・自己肯定感が育まれる肯定的な評
価
○三中スタンダードの徹底及び質の
向上
・挨拶，返事，言葉遣い，無言掃除

○広島県生徒指導サポート実践指定
校の取組
・生徒指導主事を窓口とし，学年主任
を中心とした体制を構築
・特別支援の視点による生徒アプ
ローチの実施
・不登校生徒とその他の長期欠席者
に対する統一取組の徹底
・不登校傾向を示す生徒の早期発見
と迅速かつ適切な対応
・関係機関との協働的な連携実施

信
頼
さ
れ
る
学
校
・
働
き
方
改
革

○行事の精選と定時退校日の完全
実施
○機能するカリキュラムマネジメント
により効果的な校務運営

・生徒の表情が明るく，元気がある。

・ボランティア活動など，生徒の自主的な取組
が活発になった。理由を分析して，生徒の主体
性の発揮につなげていってほしい。

・生徒の交通ルールについては引き続き指導
をしてほしい。交通量の多いところもあるので，
心配である。

・不登校の生徒も増加しており，この問題は学
校の努力だけでは解決が難しいと思います。

確
か
な
学
力

○資質能力ベー
スの学びが展開
され，生きて働く
力が育まれる。
○豊かな表現力
と協同性が育ま
れる。

○学力調査にお
いて，単年度で
全国平均比較で
３ポイント向上さ
せる。

○批評的思考力
や相手意識を
持った表現力
（パブリックス
ピーキング）を向
上させる。

○学習者基点の能動的で深い学び
につながる校内授業研究の充実
○第三中学校区学力向上プロジェク
トによる小中連携及び，結果にコミッ
トできる授業改善
○第三中「授業づくり徹底５項目＋パ
ブリックスピーキング」を全ての授業
で実施
○基礎学力を培う学力向上学習（Ｇ
Ｋ），家庭学習の充実とともに，知識
を活用する場を設定
○情報端末機器を活用した個別最適
な学びの推進

・先生方の力量アップのための研修が数多く行
われていており，素晴らしと思います。これが
生徒の学力アップにつながると思います。

・授業交流で，先生の授業アップが見える化で
きれば面白い。

・小学校との交流で基礎学習をしっかり取り組
まれている。授業参観したが，みんなよく頑
張っている。

評価計画 自己評価 学校関係者評価

c　中期経営目標 ｄ　短期経営目標 ｅ　目標達成のための方策 ｆ　評価項目・指標
ｇ

目標値
ｉ

達成度
ｊ

評価
ｋ

結果と課題の分析
n

改善方策

l   評 価 m
コメント

令和４年度　　学校評価表 （　中間 ・ 最終　） 校番（　　３　　）

ａ　学校教育目標
　仲間とともに輝け三中

～果敢に挑戦する生徒の育成～
ｂ　経営理念

ミッション・ビジョン

【ミッション】（自校の使命）
　　社会のために役立とうとする志を抱く生徒の育成
【ビジョン】（自校の将来像）
　　社会や世界の状況に対応し，よりよい社会を創るために挑戦する生徒が育つ学校

【ｊ：自己評価 評価】
Ａ：１００≦（目標達成） B：８０≦（ほぼ達成）＜１００
Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０ Ｄ：（できていない）＜６０

【ｌ：学校関係者評価 評価】
イ：自己評価は適正である。 ロ：自己評価は適正でない。
ハ：分からない。
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